
山地に生える。茎は直立し、上部は枝をわけ、高さ30-90cmになり、節に白毛が出る。葉は2-3回羽状にわ
かれ、小葉は不規則に切れ込み、縁に短毛が出る。総苞片や小総苞片は細くて毛があり、花柄の内側にも
白色の短毛を出し、7-9月に開花する。

標本は比較的多いが、生育地は但馬の海岸などに限られる。

－

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Dystaenia  ibukiensis  (Y.Yabe) Kitag.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

豊岡市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

本州の日本海側、南西部にはない

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

セリ科

兵庫県ランク…セリモドキ
環境省ランク… －


